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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン又はその
医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む眼科用医薬組成物。
【請求項２】
　前記ピロカルピン塩は，ピロカルピン塩酸塩又はピロカルピン硝酸塩である
，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項３】
　前記眼科用医薬組成物は，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の
濃度のジクロフェナク又はその医薬的に許容される塩，又は0.01％（w/wもしくはw/v）～
0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度のケトロラク又はその医薬的に許容される塩を更に含む
，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項４】
　前記眼科用医薬組成物は，滑剤を更に含む，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項５】
　前記眼科用医薬組成物は，
（1）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の濃
度のジクロフェナクナトリウム，及び0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくはw/
v）の濃度のヒアルロン酸ナトリウム；
（2）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の濃
度のジクロフェナクナトリウム，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw/v
）の濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース；
（3）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度
のケトロラクトロメタミン，及び0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくはw/v）
の濃度のヒアルロン酸ナトリウム；
（4）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度
のケトロラクトロメタミン，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw/v）の
濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース；或いは，
（5）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の濃
度のジクロフェナクナトリウム，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくはw/v）
の濃度のヒアルロン酸ナトリウム，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw
/v）の濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース；
を含む，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項６】
　前記眼科用医薬組成物は，組成物1～32，組成物33～64，組成物65～96，及び組成物97
～128から選択され，組成物1～32，組成物33～64，組成物65～96，及び組成物97～128の
それぞれは，ピロカルピン塩酸塩又はピロカルピン硝酸塩，ジクロフェナクナトリウム，
及びヒアルロン酸ナトリウムを以下のように含む：
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【化１】
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【化２】
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【化３】
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【化４】

，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項７】
　前記眼科用医薬組成物は徐放性組成物である，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項８】
　前記眼科用医薬組成物は，懸濁液，ゲル，軟膏，注入用溶液，スプレー，又は点眼用製
剤の形態にある，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項９】
　前記眼科用医薬組成物は，対象の眼又は眼の周辺組織の内部又は表面への移植に適して
いる；又は前記眼科用医薬組成物は，対象の結膜下腔，鼻涙管，又は硝子体内への移植に
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適している；又は前記眼科用医薬組成物は，対象の眼又は眼の周辺組織への局所送達に適
している，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１０】
　前記眼科用医薬組成物は，最大24時間まで老眼の矯正に有効である，請求項1に記載の
眼科用医薬組成物。
【請求項１１】
　前記眼科用医薬組成物は，暗視に悪影響を及ぼすことなく又は視野を不利に狭めること
なく老眼を矯正する，請求項1に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１２】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象における老眼を矯
正するための眼科用医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ピロカルピン塩は，ピロカルピン塩酸塩又はピロカルピン硝酸塩である，請求項12
に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１４】
　前記眼科用医薬組成物は，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の
濃度のジクロフェナク又はその医薬的に許容される塩，又は0.01％（w/wもしくはw/v）～
0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度のケトロラク又はその医薬的に許容される塩を更に含む
，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１５】
　前記眼科用医薬組成物は，滑剤を更に含む，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１６】
　前記眼科用医薬組成物は，
　（1）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸
塩又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の
濃度のジクロフェナクナトリウム，及び0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくは
w/v）の濃度のヒアルロン酸ナトリウム；
（2）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の濃
度のジクロフェナクナトリウム，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw/v
）の濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース；
（3）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度
のケトロラクトロメタミン，及び0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくはw/v）
の濃度のヒアルロン酸ナトリウム；
（4）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.60％（w/wもしくはw/v）の濃度
のケトロラクトロメタミン，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw/v）の
濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース；或いは，
（5）0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン塩酸塩
又はピロカルピン硝酸塩，0.001％（w/wもしくはw/v）～0.090％（w/wもしくはw/v）の濃
度のジクロフェナクナトリウム，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.9％（w/wもしくはw/v）
の濃度のヒアルロン酸ナトリウム，及び0.1％（w/wもしくはw/v）～2.0％（w/wもしくはw
/v）の濃度のヒドロキシプロピルメチルセルロース：
を含む，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１７】
　前記眼科用医薬組成物は，組成物1～32，組成物33～64，組成物65～96，及び組成物97
～128から選択され，組成物1～32，組成物33～64，組成物65～96，及び組成物97～128の
それぞれは，ピロカルピン塩酸塩又はピロカルピン硝酸塩，ジクロフェナクナトリウム，
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及びヒアルロン酸ナトリウムを以下のように含む：
【化５】
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【化６】
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【化７】
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【化８】

，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１８】
　前記眼科用医薬組成物は徐放性組成物である，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項１９】
　前記眼科用医薬組成物は，懸濁液，ゲル，軟膏，注入用溶液，スプレー，又は点眼用製
剤の形態にある，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項２０】
　前記眼科用医薬組成物は，対象の眼又は眼の周辺組織の内部又は表面への移植に適して
いる；又は，前記眼科用医薬組成物は，対象の結膜下腔，鼻涙管，又は硝子体内への移植
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に適している；又は，前記眼科用医薬組成物は，対象の眼又は眼の周辺組織への局所送達
に適している，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項２１】
　前記眼科用医薬組成物は，最大24時間まで老眼の矯正に有効である，請求項12に記載の
眼科用医薬組成物。
【請求項２２】
　前記眼科用医薬組成物は，暗視に悪影響を及ぼすことなく又は視野を大きく狭めること
なく老眼を矯正する，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項２３】
　前記対象は：
ａ）累進又は二焦点レンズを使用できない，又は将来使用しない，眼鏡装用者である；
ｂ）白内障手術を受けたことがある；
ｃ）角膜処置後に老眼を発症した；
ｄ）単焦点又は多焦点眼内レンズを有する；
ｅ）コンタクトレンズを使用し，単眼視野レンズに耐容しない；
ｆ）コンタクトレンズを使用し，多焦点レンズに耐容しない；
ｇ）角膜手術後に高次収差を患う；
ｈ）遠視又は斜視を患う；
ｉ）メガネの度数の変化に耐容しない；
ｊ）急激なメガネの度数の変化を経験した；
ｋ）累進又は二焦点レンズを使用すると転倒の危険がある；及び／又は
ｌ）夜間又は暗光条件下での高次収差を患う.
，請求項12に記載の眼科用医薬組成物。
【請求項２４】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象における瞳孔のサ
イズを縮小させるための眼科用医薬組成物。
【請求項２５】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象における縮瞳を誘
発させるための眼科用医薬組成物。
【請求項２６】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象の眼における被写
界深度を増大させるための眼科用医薬組成物。
【請求項２７】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象の眼における高次
収差の程度を軽減するための眼科用医薬組成物。
【請求項２８】
　対象に，0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン
又はその医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む対象における非矯正の
近見及び遠見視力を改善するための眼科用医薬組成物。
【請求項２９】
　0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン又はその
医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む眼科用医薬組成物を含むインプ
ラント。
【請求項３０】
　0.01％（w/wもしくはw/v）～0.4％（w/wもしくはw/v）の濃度のピロカルピン又はその
医薬的に許容される塩及び医薬的に許容される担体を含む眼科用医薬組成物を含むキット
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